


　

上
川
町
に
お
い
て
は
、
近
年
、
子
供

の
人
数
減
少
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
の
数
も
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く
こ
と
に
な

れ
ば
、
町
の
将
来
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

町
内
に
子
ど
も
を
増
や
す
施
策
の
充
実

と
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

上
川
町
で
は
、
教
育
環
境
の
整
備
、

子
育
て
世
代
に
対
す
る
福
祉
や
移
住
政

策
、
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
創
生
事
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
率
的
な
連
携

や
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。

　

現
状
に
対
し
て
の
認
識
と
今
後
の
施

策
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。町

長
答
弁

　

上
川
町
に
お
け
る
、
子
ど
も
の
人
数

に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
現
在
の

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
人
数
は
２
５
５

人
で
あ
り
、
昨
年
の
同
日
と
比
較
し
て

も
、
13
人
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
横
ば
い
、
減
少
傾
向
が

続
く
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
生
児
数
は
、
令
和
元
年
が

18
人
、
２
年
が
14
人
、
３
年
が
10
人
と

年
々
減
少
し
て
い
る
実
態
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
町
と
し

て
は
、
妊
娠
・
出
産
時
に
は
、
妊
婦
健

診
等
健
診
時
交
通
費
に
係
る
助
成
及
び

子
育
て
期
間
に
お
い
て
も
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
な
ど
の
支
援
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
を
は
じ
め
、
今
後
に
お
い
て
も
安

心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
、
町
に
お
い
て
は
上

川
高
校
の
魅
力
化
、
活
用
化
の
取
り
組

み
、
幼
少
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
連
続

し
た
学
び
を
展
開
す
る
「
未
来
の
上
川

人
材
育
成
事
業
」
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
移
住
定
住
を
考
え
る
う
え

で
、
地
域
教
育
の
環
境
面
と
そ
の
充
実

度
は
判
断
基
準
の
一
つ
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
学
校
、
教
育
機
関
に
も
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
人
数
を
増
や
す

た
め
に
は
、
二
十
代
、
三
十
代
の
方

の
移
住
が
条
件
に
も
な
っ
て
く
る
の

で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
カ
ミ
カ

ワ
ー
ク
」、「
関
係
人
口
創
出
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
そ
う
い
っ
た
事
業
を
は
じ

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指
し

た
取
り
組
み
に
、
町
民
を
は
じ
め
、
連

携
協
定
企
業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
町
の
魅
力
の
引
き

上
げ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（籠味正樹議員）

出
生
数
の
減
少
対
策
は

まちづくり

町
長
―
重
点
課
題
と
し
て
進
め
た
い

子どもを増やす施策
の充実を
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再
質
問

　

令
和
三
年
の
出
生
数
が
そ
の
ま
ま
推

移
し
た
な
ら
、
い
ず
れ
小
学
校
は
60
人
、

中
学
校
は
30
人
の
在
籍
に
な
り
、
現
在

の
在
籍
数
の
４
割
か
ら
５
割
ほ
ど
、
減

少
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

子
育
て
世
代
の
移
住
が
重
要
と
考
え

る
。
子
育
て
世
代
を
意
識
し
て
移
住
を

強
く
訴
え
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答

弁

答

弁

　

今
、
行
っ
て
い
る
こ
と
を
引
き
続
き

や
り
な
が
ら
、
変
化
し
て
い
く
社
会
の

中
で
、
有
効
な
こ
と
を
探
っ
て
い
く
必

要
は
あ
る
。
少
子
化
、
人
口
減
少
に
連

動
し
て
い
る
極
め
て
大
き
な
問
題
な
の

で
、
や
っ
て
い
く
。

　

長
い
時
間
を
か
け
て
、
こ
だ
わ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、
人
口
が
増
え
て

い
る
ま
ち
も
あ
る
。

　

子
育
て
に
特
化
し
た
施
策
は
打
ち
続

け
た
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
連
動
す
る

こ
と
な
の
で
、
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

再
質
問

　

企
業
や
事
業
者
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
、
休
暇
や
給
与
の
面
な
ど
、
子
育
て

世
代
が
働
き
や
す
い
環
境
を
町
内
で

作
っ
て
く
こ
と
を
目
指
せ
な
い
か
。
町

か
ら
町
内
企
業
に
発
注
す
る
と
き
も
、

子
育
て
し
な
が
ら
安
心
し
て
働
け
る
人

件
費
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

弁

答

弁

　

子
育
て
環
境
を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
は
、
講
じ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
を
そ
の
家
庭
だ
け
に

任
せ
る
わ
け
で
な
く
、
社
会
的
に
お
手

伝
い
が
で
き
る
な
ど
を
整
え
て
い
く
こ

と
も
大
事
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
有
料
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
制
整
備
な
ど
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

再
質
問

　

国
の
縦
割
り
行
政
の
影
響
な
ど
で
、

上
川
町
で
は
、
子
育
て
に
関
わ
る
担
当

課
が
多
い
現
状
に
な
っ
て
い
る
。
上
川

町
と
し
て
独
自
の
施
策
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
、
子
育
て
世
代
の
目
線
で
見
通

せ
る
専
門
的
な
組
織
を
作
っ
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

答

弁

答

弁

　

現
状
で
は
新
た
な
組
織
を
作
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題

と
さ
せ
て
も
ら
う
。

再
質
問

　

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
よ
り
町

民
の
顔
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
き
る

と
思
う
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
見
て
、

行
政
の
中
で
も
議
論
を
進
め
、
上
川
町

の
子
育
て
環
境
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し

て
進
め
て
は
ど
う
か
。

答

弁

答

弁

　

重
点
課
題
に
違
い
な
い
。
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
。
ひ
と
つ
の
町
村
で
解

決
し
て
い
く
に
は
、
難
し
い
状
況
に
も

あ
る
。
定
住
自
立
圏
内
で
あ
る
旭
川
圏

域
で
、
各
市
町
村
が
連
携
し
て
、
発
展

し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
北
欧
で
は
、
人
口
５
０
０
人

と
い
う
町
が
自
立
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
こ
と
も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

3 かみかわ議会広報・凜  2022.8



　審議結果については、全て原案のとおり「全員賛成」で可決・承認等をしました。

５月臨時会
　５月12日に開会。専決処分、協定の締結、条例の改正２件、令和４年度一般会計
補正予算の１件、規約の変更３件を審議し、同日閉会。

可 決 議 案
■専決処分
◎専決処分（令和３年度上川町一般会計補正予算（第14号））の承認を求めることについて
〇歳入歳出それぞれ1億13万円を追加し、総額を61億4,342万2千円とするもので、主な内容は、地方
譲与税、株式等譲渡所得割交付金、地方交付税などの確定に伴う補正及び町債の確定による財源
振替等の補正、並びに各種基金費に係る補正で、地方自治法第179条第3項の規定に基づき、議会
に報告し承認を求めるものです。

■協定の締結
◎上川町特定環境保全公共下水道層雲峡終末処理場外建設工事委託に関する協定の締結について
〇令和４年から令和５年までの事業として、
層雲峡終末処理場外施設の計測、監視制
御など電気設備の工事で、協定金額を1億
4,400万円、日本下水道事業団を相手方と
する協定の締結をするものです。

　

質疑内容

◎上川町特定環境保全公共下水道層雲峡終末処理場外の建設工事委託に関する協定の締結について

■条例の改正
◎上川町税条例等の一部を改正する条例について
〇町民税の主な内容
・個人町民税に係る所得割の課税標準の規定の整備に伴う改正
・寄附金税額控除の規定の整備に伴う改正
・扶養親族等申告書の記載に係る規定の整備に伴う改正
・町民税の申告に係る配偶者特別控除の規定の整備に伴う改正
・不動産登記法改正に伴う規定の整備に伴う改正

Ｑ（溝口議員）２か年の事業内容、維持管理
なのか、具体的な工事を行うのかを伺いたい。

Ａ（建設水道課長）測定器と監視制御装置、
消火の災害防止設備の更新をしたい。

（終末処理場のイメージ図）（終末処理場のイメージ図）
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・不動産登記法改正に伴う規定の改正
・個人町民税の住宅借入金等特別税額控除の規定の整備に伴う改正
〇固定資産税の主な内容
・新築住宅等に対する固定資産税の減額に係る規定の改正
・土地に係る負担調整措置の特例に係る規定の整備に伴う改正
〇その他の改正
・地方税法等の改正に伴い所要の条文の整備

◎上川町都市計画税条例の一部を改正する条例について
〇都市計画税の主な改正内容
・土地に係る負担調整措置の特例に係る規定の整備に伴う改正
・地方税法等の改正に伴い所要の条文の整備

■補正予算
◎令和４年度上川町一般会計補正予算（第１号）
〇歳入歳出それぞれ2,294万3千円を追加し、総額を56億2,594万3千円とするものです。

款　
補正額 補正前の額 補正後の額
2,294 万 3 千円 56 億 300 万円 56 億 2,594 万 3 千円

総　務　費 1,015 万 9 千円 未来の人材育成に取り組む地方創生推進事業交付金等
民　生　費 525 万 8 千円 社会福祉センター維持管理経費等
衛　生　費 502 万 6 千円 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業経費
農林水産業費 250 万円 たべもの交流館維持管理経費

質疑内容

◎社会福祉センターの修繕料について

Ｑ（昔農議員）現在の利用実態と社会福祉セ
ンターの老朽化が激しいため、移転改築として
「いきいき福祉センター」が改築されたことを
含めて、今後の利用方法は。

Ａ（保健福祉課長）実情の利用としては、高
齢者事業団の事務所として活用。また、かねて
からの高齢者の陶芸が月数回。その他、防災備
品の備蓄、コロナ過での公共施設に係る消毒物
品等の備蓄倉庫的な役割を担っている。
　現状の活動を含め、地域創生の活動拠点、そ
の他利活用できるような実態がでれば、一部改
修しながら活用していきたい。また、除却につ
いても将来的に検討していきたい。

Ｑ（昔農議員）30年以上経っている建物であ
るから、町の財産として持ち続けることは、大
規模改修も想定されるので、除却も含めて今後
検討していただきたい。

Ａ（谷副町長）今回、降雪による屋根の軒天
が壊れ修理となるが、温浴施設は使用不可能と
なっている施設である。町としても、除却する
のか判断をする時期がいずれくると想定してい
る。使用しなければ除却ということにしたい。
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６月定例会
　６月16日に開会し、会期は17日まで。
報告３件、契約の締結１件、財産取得1件、条例の一
部改正４件、計画の変更1件、令和４年度一般会計ほ
か全４会計の補正予算、人事案件などの26件を審議
し、16日閉会。

可決議案等
■契約の締結
◎上川町福祉会館改修工事請負契約の締結について
〇上川町福祉会館改修工事の施工にあたり、契約金額が地方自治法及び同法施行令で定める契約基
準5,000万円を超えることから、議会の議決を求めるもの。

■財産の取得
◎財産（大型バス）の取得について
〇平成７年度に導入したエスポワール号が、多年度経過による経年劣化等に伴い、維持継続が困難
となったため更新するものであり、財産の取得予定価格が地方自治法及び同法施行令で定める基
準700万円を超えることから議会の議決を求めるもの。

■条例の改正
◎上川町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ

いて
〇７月10日投票期日の参議院議員通常選挙から投票立会人及び期日前投票立会人の負担を軽減する
ため新たに交代制を導入することに伴い、その報酬に係る条文を整備するため、関係する上川町
特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の改正です。

◎上川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
○国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布され、国民健康保険税の賦課限度額が引き上
げられたことに伴う改正です。

◎過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税の特例に関する条
例の一部を改正する条例について
○過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第24条の地方税の規定に基づく課税免除等の措
置に適用される場合等を定める省令において、引用する租税特別措置法及び同法施行令の規定に
おいて、項の新設等に係る改正が行われたことに伴う改正です。

◎上川町介護保険条例の一部を改正する条例について
○新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免に関し、基準により減免措置を実施す
る場合は、国より財政支援の継続が行われることから、納期限に伴う期日を改める等の改正です。

■計画の変更
◎上川町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について
〇計画本文に事業名（施設名）を追加することから、市町村計画に及ぼす影響があるため、北海道
知事への協議を申し入れ、協議が整ったことから、町議会の議決を求めるもの。

（議会の様子）（議会の様子）
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Ｑ（笠間議員）サステナブルコンテンツ推進
事業の中で、工事請負費が2千400万円とあるが、
どこで、どのような内容なのか。

Ａ（産業経済課長）この事業の工事費としては、
コンテンツ事業の実施に必要な製材機とその木
を運ぶ機械及びマウンテンバイクの保管場所で
もある倉庫の建設を栄町で行う。事業内容とし
ては、江差牛山を拠点とした林道を守りながら
活用していく観光事業である。

■補正予算
◎令和４年度上川町一般会計補正予算（第２号）
〇歳入歳出予算の総額にそれぞれ8,562万5千円を追加し、総額をそれぞれ57億1,156万8千円とするも
ので、補正予算の主なものは、住民税非課税世帯に対しての臨時特別給付金、燃料の消費が多い
子ども子育て世帯に燃料チケットを配布、低所得の子育て世帯に給付する子育て世帯生活支援特
別給付金給付事業、物価高騰により影響を受ける農業者等を支援するため、肥料費等の一部を助
成する事業。そのほか、各地域に引き継がれた自然環境、文化、歴史、伝統産業等を観光資源と
してフル活用し、その価値を高める、観光庁のサステナブルな観光コンテンツ強化事業に伴う施
設のセキュリティシステム導入に係る委託料・工事請負費、マウンテンバイク等の購入に係る備
品購入費、地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業費等です。

◎サステナブルコンテンツ推進事業について

◎地域独自の観光資源を活用した地域に稼げる看板商品の創出事業について

Ｑ（溝口議員）倉庫を建てることマウンテン
バイクの購入ということだが、マウンテンバイ
クは観光客に乗っていただく森林浴的な観光な
のか。また、倉庫の利用の仕方を教えていただ
きたい。

Ａ（産業経済課長）サステナブルという言葉
どおり、「持続的な観光商品を創っていこう」
というもの。森の成り立ちなどを説明しながら、
マウンテンバイクも楽しむ。教育と観光を組み
合わせたような事業。倉庫は、製材機等の倉庫
だけでなく、そこで製材の一連の作業の一部を
体験などし、繰り返し森に入っていただきたい
と考えている。

Ｑ（溝口議員）しっかりと今後の対応・対策
を練って事業の推進を要望する。

Ｑ（籠味議員）地域独自の観光資源を活用し
た地域に稼げる看板商品の創出事業について、
内容はどのようなことか。

Ａ（経済産業課長）ラフティングを基軸とし
た看板商品の創設、ラフティングと組み合わせ
て釣りスポットに行く、バーベキューなど食事
を組み合わせた商品化。また、冬のラフティン
グを楽しめるようなウェア等々を購入し事業展
開をしていきたい。

Ｑ（籠味議員）この事業に「稼げる」という
めどはあるか。

Ａ（産業経済課長）特にインバウンド、南の
方からくる外国人の方からは、１年を通して利
用したい、また、価格が高くても体験したいと
いう希望がある。厳冬体験の強い希望もある。
石狩川で年間を通してラフティングに係る事業
を展開して商品化していきたい。
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◎農林水産業肥料、飼料、燃料価格高騰対策支援事業について

◎新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について

◎令和４度上川町国民健康保険上川町立診療所事業特別会計補正予算（第１号）
〇歳入歳出それぞれ100千円を追加し、総額を4億7,342万7千円とするもので、補正予算の内容は、
一般被保険者保険税還付金額増に伴う過年度還付金です。

◎令和４年度上川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
○歳入歳出それぞれ50千円を追加し、総額を4億6,179万円とするもので、補正予算の内容は、第１
号被保険者保険料還付金額増に伴う過年度過誤納還付金です。

◎令和４年度上川町国民健康保険上川町立診療所事業特別会計補正予算（第１号）
○歳入歳出予それぞれ123万2千円を追加し、総額4億3,884万5千円とするもので、補正予算の内容は、
職員の夜間勤務体制変更に伴うナースコール交換工事費です。

◎令和４年度上川町介護医療院事業特別会計補正予算（第１号）
○歳入歳出それぞれ89万円を追加し、総額1億8,223万5千円とするもので、補正予算の内容は、ナー
スコール交換工事及び入居者の入浴回数が増えたことによる負担軽減策として、入浴時に使用す
るタオル等のレンタル賃借料です。

■諮問
◎人権擁護委員候補者の推薦について
・法務大臣から委嘱されている木谷雅則氏、中
村道子氏が、本年9月30日で任期満了となる
ことから、引き続き両氏を推薦するため、議
会の意見として、適任と答申することを決定
した。

■議員派遣
◎7月 6日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
◎8月23日　北海道町村議会広報研修会（札幌市）

Ｑ（溝口議員）農家によっては農協以外の取
引もあるので、均一化を図っていただきたいが、
内容はどのようなものか。

Ａ（産業経済課長）購入元に関わらず、高騰
部分に助成したい。

Ｑ（笠間議員）今回、燃料価格高騰について、
いろいろ助成されているが、建設業は該当しな
いのか。

Ａ（産業経済課長）建設業についても、考え
なかったわけではないが、今回は、農業者や子
育て世代の支援を優先させていただくことにし
たい。

Ｑ（笠間議員）農業関係や子育て世帯の方に
支援することは大変いい事だと思うが、建設業
も同じことが言える。建設業の中に下請の方や
いろいろな関連があり、平等性を見ると建設業
のほうにも支援が必要ではないか、今後考える
べきではないか。

Ａ（産業経済課長）検討した中で、平たく町
民を一通り見させていただいて、農業が今回厳
しいということで対応するが、町からの発注に
限り、燃料の高騰費部分について、積算単価の
中で、反映できるようになっている。

　次回定例会のオンライン動画配信サ
イト「YouTube」でのライブ中継及び
録画映像配信は９月中旬の予定です。
是非ご覧下さい。上川町議会チャンネ
ル（町のホームページではありません。）
URL：https://youtu.be/４yQbpLDQ3k8
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　政務活動費は、地方自治法の規定に基づき、条例の定めるところにより、その議会の議員の調査研
究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会の会派又は議員に対し交付することがで
きるもので、これを受けて上川町は「上川町議会政務活動費の交付に関する条例」を制定し、政務活
動費の交付対象や金額および交付方法などを定めています。
　令和３年度の各議員の政務活動費の使途状況は、次のとおりです。

� （単位：円）
議員名

項目
安部　逸雄 笠間　法考 久米　得正 泉　　勝雄 遠藤　和男 湯川　秀一

交　付　額 120,000 0 120,000 120,000 0 120,000

支
出
内
訳

調査研究費
研　 修　 費
会　 議　 費
資料作成費
資料購入費 19,769 10,055 10,055 10,055
広　 報　 費
事　 務　 費 743 743 743

計 20,512 0 10,055 10,798 0 10,788
返　還　額 99,488 0 109,945 109,202 0 109,202

議員名
項目

宮本　敬嘉 籠味　正樹 溝口　久男 昔農　正春 濱田　純子 合　　計

交　付　額 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 1,080,000

支
出
内
訳

調査研究費
研　 修　 費
会　 議　 費
資料作成費
資料購入費 10,054 6,000 17,134 10,054 14,454 107,630
広　 報　 費
事　 務　 費 743 3,726 743 743 8,184

計 10,797 6,000 20,860 10,797 15,197 115,814
返　還　額 109,203 114,000 99,140 109,203 104,803 964,186

※参考
項　目 内　　　　　　　　　　容

調査研究費 議員が行う町の事務及び地方行財政に関する調査研究に要する経費
（交通費、宿泊費等）

研　修　費 団体等が開催する研修会、講演会等への議員の参加に要する経費
（会費、交通費、宿泊費等）

会　議　費 議員が行う町政に関する住民の要望、意見を聴取するための各種会議に要する経費
（会場費・機材借り上げ費、交通費、資料印刷費等）

資料作成費 議員が議会審議に必要な資料を作成するために要する経費
（印刷・製本代、原稿料等）

資料購入費 議員が行う調査研究のために必要な図書・資料等の購入に要する経費
（書籍購入代、新聞雑誌購読料等）

広　報　費 議員が行う議会活動及び町政に関する政策等の広報活動に要する経費
（広報誌・報告書等印刷費、送料、交通費等）

事　務　費 議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経費
（事務用品、通信費、使用料・賃借料等）

� ※（　）内は例示

令和３年度　議員政務活動費令和３年度　議員政務活動費

政 務 活 動 費 使 途 基 準
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
事
務
調
査

▽
５
月
19
日

〇
年
間
所
管
事
務
調
査
の
運
用
方
針
・

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

《
調
査
内
容
》

　

令
和
４
年
度
年
間
活
動
計
画
を
協
議

し
、
所
管
事
務
調
査
主
要
テ
ー
マ
及
び

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
。

◎
所
管
事
務
調
査

▽
６
月
６
日

〇
令
和
４
年
度
所
管
各
課
等
の
主
要
事

業
計
画
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

・
現
地
視
察
調
査
（
層
雲
峡
消
防
署
は

し
ご
車
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
タ
ン

ト
ラ
ッ
ク
等
）

・
所
管
各
課
等
（
企
画
総
務
課
・
情
報

防
災
室
・
税
務
住
民
課
・
教
育
委
員

会
・
消
防
）
の
主
要
事
業
の
説
明
を

受
け
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
町
の
財
政
状
況
や
広

報
公
聴
、
バ
ス
の
購
入
、
小
水
力
発
電
、

リ
モ
ー
ト
環
境
整
備
事
業
、
地
方
共
通

納
税
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
シ
ス
テ
ム
、

上
川
高
校
存
続
事
業
等
に
つ
い
て
質
疑

及
び
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◎
意
見
書
審
査

▽
６
月
９
日

・
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

◎
事
務
調
査

▽
４
月
28
日

〇
年
間
所
管
事
務
調
査
の
運
用
方
針
・

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

《
調
査
内
容
》

　

令
和
４
年
度
年
間
活
動
計
画
を
協
議

し
、
所
管
事
務
調
査
主
要
テ
ー
マ
及
び

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
決
定
。

▽
６
月
８
日

〇
令
和
４
年
度
の
所
管
各
課
等
の
主
要

事
業
計
画
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

・
現
地
視
察
調
査
（
旭
町
望
岳
団
地
建

設
工
事
現
場
、
た
べ
も
の
交
流
館

チ
ー
ズ
工
房
等
）

・
所
管
各
課
等
（
保
健
福
祉
課
、
農
業

委
員
会
、
産
業
経
済
課
、
建
設
水
道

課
、
中
央
保
育
所
、
町
立
診
療
所
・

町
立
介
護
老
人
保
健
施
設
）
の
主
要

事
業
の
説
明
を
受
け
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
保
育
所
等
通
園
費
助

成
事
業
、
農
業
経
営
の
支
援
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
推
進
事
業
、
農
地

基
盤
整
備
対
策
事
業
、
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
、
町
産
材
利
活
用
製
品

化
・
開
発
事
業
、
ガ
イ
ド
育
成
事
業
、

移
住
体
験
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
活
動
支
援
事
業
、
通
年
型
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
除
排
雪
の
確

立
等
に
つ
い
て
質
疑
及
び
意
見
が
出
さ

れ
た
。

◎
意
見
書
審
査

▽
６
月
９
日

・
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▽
５
月
12
日

・
第
４
回
上
川
町
議
会
臨
時
会
（
臨
時

３
）
の
運
営

▽
６
月
13
日

・
第
５
回
上
川
町
議
会
臨
時
会
（
定
例

２
）
の
運
営

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

▽
６
月
27
日
・
７
月
12
日

・
第
１
８
６
号
の
編
集
及
び
校
正

昨年更新した層雲峡消防署はしご車昨年更新した層雲峡消防署はしご車

建設中の旭町望岳団地建設中の旭町望岳団地
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◆森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書
� 提出者　湯川　秀一　議員
◆食糧安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と国民への理解醸成を図る意見書
� 提出者　遠藤　和男　議員
◆ 2022年度北海道最低賃金改正等に関する意見書� 提出者　昔農　正春　議員
◆地方財政の充実・強化に関する意見書� 提出者　昔農　正春　議員
◆義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「30人以下学級」など教育予算
確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書� 提出者　籠味　正樹　議員

　【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済再生担当大臣、財務大臣、総務大臣、
文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣、
内閣府匿名大臣（地方創生）・（経済財政対策）、北海道労働局長、北海道地方
最低賃金審議会長
※各意見書の提出先は異なります。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

▽
４
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〇
地
方
創
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て

▽
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日

〇
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生
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（
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応
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て

〇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
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ィ
宣
言
に
つ
い

て議
会
活
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化
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

▽
５
月
19
日

〇
令
和
４
年
度
年
間
活
動
計
画
に
つ
い

て
▽
６
月
27
日

〇
政
策
提
案
、
提
言
に
向
け
た
検
討
に

つ
い
て

・
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

・
議
員
間
討
議
に
つ
い
て

　町などが主催する「まちを豊かにすることを考えよ
う」が６月13日、PORTOで開かれ、議長、産業福祉
常任委員会委員が参加しました。
　地域おこし協力隊など若い世代と「どのようなまち
が住みよいか」「どんな暮らしをしていきたいか」など、
話し合いをしました。

まちの活性化へ意見交換まちの活性化へ意見交換
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